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よく知られているように、中国語母語の学習者

(以下「中国人学習者」)の場合、中国語の知識は日本

語漢字語彙習得の面で転移する。そして語彙面で

の転移は、日本語習得の全体に影響する。山本

(1994)によれば、上級の聴解力の下位知識として最

も大きな一部を占めるのは語彙力である。現代日

本語の常用語彙の約 5096が漢語でO、その約半数が

現代中国語と類似の意味・用法を持っている
のとすれ

ば、その影率は相当に大きく、中国語知識の転移が

語彙習得、ひいては文法習得や日本語習得全体に影

率するであろう。

漢字という表意文字を媒介とした転移として、例

えば「善先生は私をよく関心します」という「負の転

移」(誤用を産出する母語知識の利用)が見られる

が、これは中国語の
`美
心
'/guanxin/([面

倒を見る、

世話をする]の意)を、日本語の中で用いた例であ

る。重要なのは、これを「音声として聞いたことが

ない」場合にもこのような誤用が起こり得ることで

ある。すなわち、[面倒を見る](意味)→
`美
心'(中

国語の文字表記形態)→「関心」(日本語の文字表記

形態)→/臨雨n/(日本語の音声形態)という転移が

起こる。一方、「正の転移」(正用を産出する母語知

識の利用)もある。中国語母語話者が日本語で[(そ

の列車は)5分間、停車した]と言いたい場合に、「停

車」/高品a/という表現を知らなかったとしても、「停

止」「発車」などの語集を学習ずみで「停」/tey、「車」/

sha/という漢字の読みを知っていれば、中国語には
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`停
年五分弾

'という表現があるので、[停車]は中国

語で
`停
年
'だ
から日本語では「停車」/teisha/かもし

れないという類推が働く。これは無意識の転移と

しても、意識的に使用するス トラテジー(中国語で
`策
略りとしても考えられる。「『停車Jということ

ばがありますか」と確認した上で使えるのである。

このように音声入力のない場合にも漢字を媒介

として転移が発生し、しかも作文ばかりでなく会話

でも発生する。これは欧米ではほとんど扱われな

い第二言語習得の問題である。
一方、日本語と中国語の対照研究は70年代末から

盛んに行われてきたが、言語習得研究に裏付けられ

た応用は十分ではない。1957年のLadoの対照分析

仮説以降、対照分析や謀用分析が次々と行なわれ、

その結果、誤用には第一言語知識の転移(母語干渉)

のほかにも多様な原因があることがわかってきた。

また、誤用がなくとも回避(難解な表現を避ける現

象)があれば、学習者の第二言語発達は一定の段階

で停滞する。対照分析や誤用分析は重要だが、それ

らを第二言語習得理論の中に正しく位置づけた上

で、その成果を、カリキュラムや教材にどう反映させ

るかを考えるべきである。

本稿は、上述のような転移のあり方が日本語習得

の全体に影筆することを重視し、第二言語習得理

論、言語認知の成果を踏まえ、表記上の同形語の研

究(文化庁(1978)、柳(1997)、各(2000)、程(2000)等多

数)など、語集面での対照研究の成果をうまく応用
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すれば、中国人学習者は従来よりも有効に日本語習

得を進められると考え、中国人学習者のための新し

い学習・教育方法として「語彙学習先行モジュール」

を提案し、モジュールの部分例を提示する。

1.提案と治拠

本稿の主要な提案の内容は、「中国語を母語(もし

くはそれに準じる言語)とする学習者がそろってい

る教育環境において、日本語の語集学習をモジュー

ル化(言語学習を構成する一部分として独立して学

習を進めること)し、特に初級後半あたりから文法

学習の進度よりも先行して習得を進めるようにす

る。特に、日本語教育の中上級語集のうち、使用頻

度が初級語彙より劣る語尭でも、中国人学習者に学

習しやすい語彙で、幅広い場面で使用できる語彙で

あれば初級段階で学習するようにする。また、学習

者の専門領域に応じて、学習しやすい語彙は早い段

階で学習するようにする。」ということである。

以上の提案を構成する各論とその論拠について、

以下に説明する。

1-1 露 象学習のモシュール化

モジュールは中国語で 「模次」「盗件」等と訳さ

れ、全体を構成する独立の一組織を指す。白畑ほか

(1999)では「モジェラー性」について(人間の認知の

仕組みが)「相互に作用し合う、いくつかの下位区分

(モジュール)によってでき上がっていること」と説明

しており、言語モジュールは空間認知などの他のモ

シュールから独立し、さらに語集、文法、意味などの

下位モシュールに分かれるという。言語学において

は、言語能力のモジュラー性の主張は、神経言語学、

言語学、心理言語学に見られ るという(Bussmann

1996)。また、Cook(1996)もCho・DSkyの理論を引用

しながら、近年の言語理論の応用において語彙学習

の重要性が増すことを予測している。GHoll(1999)

は特に発話理解においてモジュール性を主張してい

る。また、中国人学習者にとって漢字語学習は既存

の認知スキーマを利用する学習なので無意味な暗

記ではない。

問題は語集を学習した後にそれを現実の場面で

使えるようになるかどうかだが、まずは、語彙学習

の際に語彙が学習者個人にとって有意味な具体的例

文とともに提示されることが必要である。それで

も教室における学習が習得に直結すると断言はで

きないが、本稿は「弱いインターフェイスの立場」(学

習したものは習得のきっかけになるという考え方、

Krashene学習習得仮説に対する反論)を支持するの

で、語彙学習を先行させ、その語集を使った文法学

習、さらには聴解、会話、読解、作文などの統合的活

動を行えば、習得は有効に進むと考える。

1-2 語 象学習を文法学習の進度よりも先行させ

ること

宮崎(1998)は、第二言語習得におけるインプット

(中国語では
`緒
入り、アウトプット(中国語では

`結

出
')、
インターアクション(中国語では

`庄
対
'`互

功りの役割をめぐる仮説を総括し問題点を検証し

た上で、インターアクションにおける調整の役割の

重要性を主張している。いずれの立場に立とうと

も、語集が現実のコンテクス トを構成する重要な要

素の一つであることは間違いない。語集が多いほ

ど理解可能なインプットを与え、反応を引き出し、豊

富な話題について習得に有効なインターアクション

を産み出せる。文法の学習にあたって豊富なコンテ

クストを用意できれば、それだけ豊富な種類の有意

味な例文・タスクを使えるはずである。例えば、初

級文法の難点である受け身、使役や条件文(卜、パ、

タラ、ナラなど)の学習を、中級以上の語彙を用い

て、より豊富な例文で学習できる。中国人学習者に

はそれが可能である。

1-3 い わゆる中級需彙や事同的上級露彙の初級

段階での教授

「初級」や「中級」の語彙とは、どう決められるのだ

ろうか。各種の語彙表には、語彙調査に基づ くも

の、専門家の主観的判定によるもの、その組み合わ

せ等があるが、いずれにせよ使用頻度を基本に考え

ることが一般的で、加えて幅広い分野で用いられる

こと、意味的な基礎性などが考慮される。

しかしながら、学んだことばをすぐに日常生活で

使う必要のない非日本語目においては、必ずしも頻

度の高い語彙から学習する必要はない。

使用分野にしても、幅広いことが望ましいのは当

然だが、専門分野であっても、学習目的に合致するな

て
サ
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らば早くから導入したほうがよい。特に非日本語

園での学習では、その学習目的が学習・研究のため

であることも多い。

中国人学習者のあいだには、日本語は漢字がある

ので簡単そうに見えるが勉強してみると難しい、と

いう声がょく聞かれる。それはある一面正しいが、

正しくない面もある。なぜなら日中両語の語集は

自然科学・社会科学などの尊門分野の語彙(明治期

に日本語として造語され中国に逆流入した「新漢

語」、鈴木(1981)など)において共通性が高く、日常

語彙において低いので、中国人学習者の優位性が発

揮できるのは、中級以上とされている論理的、抽象

的、専門的な言語活動においてだからである。さら

に宮島(1994)は「大部分の同形語では、意味ゃ文法

的性質とともに、文体的性質も、むしろ似ている」と

述べている。本稿はこのような優位性を少しでも

早い段階で発揮できるようにすることを主張する。

具体的には、使用頻度が初級語彙より劣る中上級語

彙でも、中国人学習者に学習しやすく、幅広い場面

で使用できる語彙であれば初級段階で学習するこ

とである。また、学習者の専門領域の語彙は早い段

階で学習すべきである。語彙習得を先行させれば

文法習得を容易にできる。これは日本語を専門と

する学生にも有効だが、日本語非専門の学習者には

決定的に有効である。通常は初級で和語の多い基

本語集を多く学ぶが、中国語母語話者にとって語形

変化が多く語順も中国語と異なる日本語文法は難

しく、特に初級後半で学ぶ受け身や使役などは十分

に定着しないままに中級へ進む学習者が少なくな
い。中級漢字語集の初級段階での教授は、それを解

決する一つの有力な方法である。

また、C_insの 主張するBICS(日常言語運用能

力)とcALP(認 知/学習言語能力)の習得の差異

(Richardsほか(1992)など)から考えれば、経済や歴史

などの分野の学生にはその分野の学習を日常会話

等とは別に進めればよいことになる。BICSとCALP

で共通するのは統語能力や基本語彙の能力である

が、その他の多くの点(使用場面、語彙、関連知識な

ど)では異なっている。したがって、文法の学習にも

可能な限り論理的・専門的な日本語での学習を導入

し、学習者の目的に応して専門語彙を早くから導入

し、並行してBIはめ学習に取り組めばよい。特に中
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国人学習者の場合にはCALP的 な中上級の話彙に日

本語学習の優位性を発揮できるため、この方法が有

効である。

例えば、初級後半の難度の高い文法項目に「使役

受け身」があるが、多くの教科書に「お母さんに薬を

飲まされた」のような日常言語的な例文がある。中

国において使われている教科書も同様である。し

かし、例えば、中国人学習者なら「大国に無理な要求

を承諾させられた」という文は中上級語彙を使って

いても全く難しくない。このような文は歴史や国

際関係で使われるはずである。

この考え方に従って、以下に、バ/ナラの条件文の

例を挙げる。例えば、以下の(3)は一般の初級教科

書では扱われないだろうが、中国の経済や経営管理

事攻の学生であれば初級で学べる内容であろう。

中上級語彙を使った条件文の例文

宅距野
は日本語能力試験2級以上もしくは「日本

語教育のための基本語彙調査Jにおいて6000

語レベルまたは選定外の中上級語集。それ以

外はすべて初紋(日能試 3級以下)語彙である。
辛下線部は初紋後半で問題となるような文法項

目。

・・・′`

(1)努力すれ笙、必ず成功する。

(2)毎日張晟に入れ墜、健康になります。

(3)重金をうまく長局すれ笙、到潤鶏はもPとあ
がるはずだ。

…ナラ

(4)1致影する二五、〇〇〇大学がいいょ。
(5)爆岳をする生≧右手でしなければならないと

言われます。

(6)化粧は好きじゃないけど、するとら、もっとう

まくしなくちゃ。

この方法は、情意面でも有利である。「日本語は

おもしろい、中国語と共通点がある」と感じて、ゃる

気が出るのではないだろうか。

また、例文・タスクは、学習心理ゃ学習者ネットワ
ークの形成に貢献するものが望ましい。筆者は特
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に「自己開示」(sel卜disclosure)の概念を例文ゃタスク

に反映させるべきだと考えている。

1-4 中 国人学習者にとって学習じやすい日本語の

ほ彙とはどんな題彙か

いわゆる「同形同義」(表記上の同形、基本義の対

応)の語は本当に習得しやすいだろうか。第二言語

習得の情報処理モデルの主張によると、(意味・用法

が)① 一致するもの が 最も習得しやすく、その

次が ② 全く異なっているもの で 、最も習得しに

くいのが、③意味・用法の一部が重なっているが
一部

がずれているものである(臨chardsほか(1992)、柳

(1997)などを参照)。これを中国人日本語学習者を

被験者にして確かめた実験的手法による研究に玉

岡・松下(1999)がある。これによれば、「意味・用法

が日中で共通している同形漢字語」は「日本語にし

か存在しない漢字語」よりも速 く脳内で処理でき

る。また、「中国語に存在し日本語に存在しない漢

字語」を、日本語に存在しない語として否定するの

は、「日本語にも中国語にも存在しない無意味漢字

語」を否定するよりも時間がかか り、誤答率も著し

く高い。これらは日本語の漢字語の脳内における

認知処理において、母語の中国語の影筆が正負とも

に認められることを意味する。いわゆる同形同義

語はやはり習得しやすいのではないかと推測され

る。

また、玉岡・松下(1999)は、日中で対応する漢字の

字体の相違は意味の面ほど大きな影響はなく、一部

の大きく異なるものだけに注意すればよいことを

示唆する。音声形態についても上級者では母語の

影客がないことを報告している。

問題は意味・用法において、一致するものとずれ

ているものをどう区別するかで、意味・用法が完全

に一致する語句は厳密にいえばほとんどないが、そ

れでもここではそのような相違を無視することを

主張する。プロ トタイプ理論では人間は典型的用

法から習得し、それから次第に微細な意味・用法を

認知するようになるという(白畑ほか(1999)など)。

微細な差異ほど転移しにくいと考えられる。

また、Chomskyらの普遍文法モデルやその関連の

研究から考えると、語の意味の学習に関しても、単

なる対照の観点だけでなく普通性との関連も考え

る必要がある。すなわち、日中で共通の場合でも、

ともに特殊なら、より普通的なものより習得が難し

い。また、日中で異なっている場合、中国語のほうが

普通的ならば日本語の習得は困難であるが、日本語

のほうが普通的な場合、日中両語で異なっていても

習得は難しくない。

例えば、年齢について日本語では「彼は私より2歳

年上だ」というように上下の隠喩(メタファ
ー)を用

いて表現するが、中国語では
“
他比我大西夢。

"の
よ

うに大小の隠喩を使用する。これなどは直観的に

は日本語のほうが音遍的で、中国語母語話者にとっ

て習得の難しい表現とは考えにくい。一つのこと

を言い表すのに用いられる隠喩が言語により異な

る場合、いずれかの隠喩がより普通的である可能性

がある。第二言語習得において普通的でない部分

(個別言語的な部分)は第
一言語の影響を受ける

(6ok(1996))とも言われ、その意味では対照研究は

重要だが、単に相違点を記述するだけでなく、その

相違点のどちらがより普通的かを、考えねばならな

い。その上で、各種の語集を、基本義、文体的意味

(位相)、統語機能、文字表記などの観点から、中国人

学習者にとっての学習しやすさの観点から分類する

ことが重要であろう。

以下、「中国人学習者にとっての初級学習可能語

集」(基本義と基本的用法が日中両語で一致する同

形漢字語、ただし字体の差は原則として問題にしな

い)の具体例を提示する。

中国人学習者にとっての初級学習可能題彙(―部例)

。日本語能力検定試験 2級 (中級)レベルのおの■

握手、胃、以前、違反、印刷、応用、温泉、温度、化粧、国

籍、黒板、修理、地球、努力、農業、圧縮、緯度、医療、温

室、悪魔、委員、意識、一致、引用、運河、永遠、営業、液

体、宴会、延期、国芸、援助、演説、演秦、延長、温帯、歌

手、紅茶、首都、数字、停車、電池、博物館、秘密、離婚、

留学……

。日本語能力検定試験 1級 もしくは範囲外(上級)の

語の例

圧倒、運用、応急、黄金、暗殺、一部分、意図、移民、衛

星、英雄、悪夢、遺産、遺伝、通法、王国、思人……(以

上、ア行のみ。力行以降にも大量にこの種の語彙が

ある。)
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2。まとめ

カリキュラムや教材の設計に際しては、心理学、社

会学、教育学、言語学など幅広い角度から検討し、具

体的な学習者や学習環境によって統合することが必

要だが、この方面にはまだ多くの研究の余地があ

る。

漢語の母語知識の利用が日常的基本語彙習得を

おろそかにする結果になってはいけないし、負の転

移の軽視になってもいけないが、正負の転移はいず

れにせよ発生するし、漢字の認知処理でみる限り、

その影率は上級者にも残る(玉岡・松下(1999))。し

加咋 第 1 翔 B 窮 1 0 8 痢

たがって、利用できる母語知識は早々に利用し、同時

に負の転移を意識的に克Hllするプログラムを設け

るべきである。

本稿は仮説の組み合わせによる提案なので、将来

的にはこのモジュールの考え方に基づ く教材および

プログラムを開発、実施して効果を検証 したい。

キ本稿は中国大学日語教学研究会《中国日語教育的

世紀回顧与展望》国際研討会 (上海・金沙江大酒

店、2tXjl年7月 9日 )での発表内容に加筆・修正

したものである。

注

①

の

日立国語研究所(1964)は異なり語数の47.596が、延べ語数の41.596が漢語であると報告し、日立国語研究所(1984)は基本

語六千のうち46。996を漢語と報告している。これに混種語の漢語成分を加えれば、日本語の現実の書きことばの語彙の

5t鴻前後が漢語であると考えられる。

文化庁(1978)では用法や文体に大きなすれがあるものも同義・類義としているため3分 の2を類義としているが、荒川

(1979)や松岡(1979)で批判されているように、実際には厳密に一致するものは少なく、基本義の
一致に限って半分程度と

考えるのが妥当であろう。

参考文献  ,と 蜘

1_『現代雑誌90種の用語周字皿分析J

2.『中国語と対応する基語J 文 化庁(

3.r愛知大学文学会文学誌
巧務
中国語

5.『日本漢語と中国J

6.r日本語教育のための基本語象調査J

国立国語研究所

早稲田大学語学教育研究所日本語科)

秀英出版
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荒川清秀

4/中 国研究月報万ご 日本語教育
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“
R "駒 防 続 り 0 /助岬兜 r  a t t  L i■P a s r r s " , R o u d e d g e

呼 1あれf宅
"2ど
助 あ防,Edward Amold Ltd.(高近尋抜(2tXXb)

|、第 7期    柳 勢新              1997

写習得理論における調整、意味交渉およびインプット」

崎里司   早 稲田大学日本語研究教育センター  1998
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L理 における母語の影響」第 4回 国際日本語教育・日本研究シン
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注

① “定式思隼
",日
文力「ステレオタイブを見方」,「ステレオタイプ」st―ctype力:ステレオタ

鶴 合め

とは型にはまった考え方な

どを意味するが,もともとは印刷術に関した言葉である。18世紀末にフランス 者ディド
ーが ドイッのヘルマン

とともに発明した銘板による印刷方法。大量に印刷できるように,活字から るのではなく,紙型を取り,それ

を基に銘板をつくり印刷機にかける手法である。この言葉を社会 たのがW・ リップマンで,1922年 刊行の著

書r世論J(島湖との虜,あ )の中で用いている。つまり,われわれ 事を見てから定義しないで,定義してから見る傾向

があり,その定義も自分の文化に基づいて行われるきらいが という。今日このことは,各国間の文化,経済摩擦の「元

凶」の1つといえよう。

(『異文化コミュニケーションタヽンドブックコP254
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